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㸯㸬┠  ⓗ  県ෆでᐇ施されるࠕ学校を核とした地域力強化プラン」にಀる市町の事業ᢸᙜ者や地域ࢥーデネー

ーをᑐ㇟に、事業の㊃᪨や㐠Ⴀ上の␃ព点などをㄝ᫂することにより、事業のなᐇ施をᅗる。さࢱ

らに地域学校協働活動推進࢟ーࣃーࢯンとなる地域学校協働活動推進員の役や委კについて文部科

学省職員からㄝ᫂をཷけ、ᬑཬに⧅ࡆる。 

クール㐃⤡協議会では、県ෆ域において市町の㐃⤡体ไの構築や情報の共有を推ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥ        

進するとともに、タ⨨のᣑ大や㐠Ⴀのᐇにྥけた᪉策について研✲する。 

㸰㸬  ദ 滋賀県教育委員会 

㸱㸬ᑐ  ㇟ （１）ࠕ学校を核とした地域力強化プラン」事業ᐇ施市町ᢸᙜ者 

 （２）ྛ市町ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクールᢸᙜ者 

（３）上グ事業のᮍᐇ施市町における参加ᕼᮃ者 

（４）ྛ市町生涯学習・社会教育ᢸᙜ者 

（５）ྛ市町学校教育ᢸᙜ者                   

（６）地域学校協働活動推進員（地域ࢥーデネーࢱー）➼ 

㸲㸬᪥   平成30年５月18日（金）13�30㹼1���� 

㸳㸬᪥  ⛬  

 文部科学省事業ㄝ᫂ۑ

   文部科学省生涯学習政策局社会教育課地域学校協働推進室ಀ長 ᒣୗ 㑥子 氏 

 政ㄝ᫂⾜ۑ 

 「ＣＳをる・・これからの学校・地域・⾜政のあり᪉を考えるࠕ：ㅮ  ₇ ₇題ۑ

ㅮᖌ：髙木 和久 氏  

（文部科学省ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクール推進員、滋賀県ＣＳアドバイザー、ࠕ学校を核とした地域力強化プ  

ラン」県推進協議会委員） 

 クール㐃⤡協議会および情報会ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥ滋賀県ۑ 

㸴㸬ሙ  ᡤ 滋賀県庁東館７階大会議室 

㸵㸬ཧຍ⪅  ᩘ �3名 

㸶㸬ᴫ  せ 

 ・文部科学省事業ㄝ᫂では、社会教育課ಀ長より、ࠕ地域と学校の㐃ᦠ・協働の推進について」と題して、ἲᨵṇを

㋃まえた地域と学校の㐃ᦠ・協働のあり᪉、地域学校協働活動推進員の㓄⨨ಁ進、国による㈈政的ᨭ（学校を核

とした地域力強化プラン）、地域学校協働活動とࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクールの㐃ᦠについてㄝ᫂をཷけた。 
 ・ㅮ₇では、ㅮᖌが校長であったᙜ時に立ち上ࡆた、本県におけるࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクールのඛ㥑けともいえるྲྀ組

の⤂からጞまり、ࠕ地域がＣＳᐇ施にྥけて‽ഛしたいこと」やࠕ⾜政のＣＳ推進にྥけた体ไ࡙くりやྲྀ組のࢩ

 。ഛ」について、そのᡭ㡰や␃ព点➼について⡆₩にㄝ᫂されたᩚ࣒ࢸࢫ
クール㐃⤡協議会では、ＣＳアドバイザーの⤂とアドバイザーὴ㐵のㄝ᫂を⾜い、市町の情報ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥ・ 

会をᐇ施した。 

㸷㸬ཧຍ⪅ࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥࡢ 

国としての᪉ྥ性やこれまでとのኚ᭦点➼がよくわかった。ἲᨵṇやそれۑ

にకうྲྀ組の࣏イントを町ෆでఏ達するが、わかりやすくまとめていただ

いた。社会教育課、校長、教㢌など関ಀ者にしっかりㄝ᫂していきたい。 

髙木ඛ生に᰿ᖿに関わることをおヰしいただき、ＣＳ導入にྥけて୍人悩ۑ 

んでいたところがᬕれたẼ持ちになった。ᐇឤをకうヰには力があり、も

っとከくの᪉に⪺いてもらいたいと思った。 

どんな子どもを育てたいか」について学校、地域が⇍議することの必要ࠕۑ

性、࣎ランࢸアの体性、子どもの体性、どこまで௵ࡏるか➼々、考

えさࡏられる点がከ々あった。 

ていただき、大ኚ参考になった。教員とはࡏᐇ㝿に学校現場でⱞປされていることや大切にされていることを⪺かۑ

㐪うど点で学校や子どもに関わっていただくことで、学校がኚわることがよくわかった。学校と地域がࠕ協働でྲྀ

り組ࡴ」とはどういうことか考え┤していきたい。 
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 ᢸᙜ⪅ࠖ➼᪂௵◊ಟࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࡪ⤖ࢆᆅᇦᏛᰯࠕࡧࡼ࠾㸰ᅇ◊ಟ➨ی
 

㸯㸬┠  ⓗ  県では、地域の力を学校教育に生かす組࡙ࡳくりをᩚえ、社会体で学校や子どもの体験活   

動をᨭするྲྀ組や、地域とともにある学校࡙くりを推進している。 

地域による学校のࠕᨭ」活動から、地域と学校のࣃートࢼーࢩップに基࡙く᪉ྥのࠕ㐃ᦠ・    

協働」によるྲྀ組と発ᒎしていくために、県ෆྛ学校の校務分ᤸに⨨けられているࠕ学 

校と地域を⤖ࢥࡪーデネートᢸᙜ者」➼と地域ࢥーデネーࢱー➼関ಀ者がともに、それぞれ 

の役や具体的な᪉策について学ࡪ機会とする。 

㸰㸬  ദ  滋賀県教育委員会 

㸱㸬ᑐ  ㇟ （１）ࠕ学校を核とした地域力強化プラン」関㐃事業ᐇ施市町ᢸᙜ者 

             （２）学校教職員 

       （３）ྛ市町生涯学習・社会教育ᢸᙜ者 

（４）ྛ市町学校教育ᢸᙜ者 

（５）子育てᨭ機関関ಀ者 

（６）地域ఫẸ 

㸲㸬᪥    平成30年㸶月２日（木）９�30㹼11：�0 

㸳㸬᪥  ⛬ 

 ーの具体的な役につࢱネーーデࢥネートᢸᙜ者、および地域ーデࢥࡪ⤖学校と地域をࠕ：ㅮ ₇  ₇題ۑ

いて」 

ㅮᖌ：㹌㹎㹍ἲ人ࢫクール・アドバイࢫ・ネットワーク 理事長 生重ᖾᜨ 氏 

 ップࣙࢩワークۑ

㸴㸬ሙ  ᡤ 滋賀県庁東館 ７階 大会議室 

㸵㸬ཧຍ⪅  ᩘ 1��名 

㸶㸬ᴫ  せ 

・ㅮᖌより、地域と学校の㐃ᦠ・協働のព⩏やࢥーデネーࢱーとして

の役について、学校のᐇែを㋃まえながら、具体的な事をもとに

ㄝ᫂いただいた。 
 ・後༙のࢢループ協議では、ㅮᖌのࢸࣜࢩࣇートのもと、参加者のⓙ  
  さんがࠕ学校と地域の㐃ᦠ・協働を進めていくために、どのようなᕤ 

ኵができるか。（教員・地域の᪉のព㆑ᨵ㠉）」ࠗࠕ 開かれた学校࡙࠘く 

りを進めるにあたり、㜵≢・Ᏻ➼ࢸࣜࣗ࢟ࢭᑐ策においては、ど 

のようなᕤኵをすることができるか。」をࢸー࣐にព見し、㐃ᦠ・ 

協働のᅾり᪉について体的に学んでいただくことができた。 

㸷㸬ཧຍ⪅ࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥࡢ 

ーの役の重要性をᨵめࢱネーーデࢥ、具体的なを入れてヰされۑ

てㄆ㆑できた。地域のつながりを見┤し、より活動のネットワークస

りを進めていきたい。の地域との情報は᪂㩭でした。 

ネーデࢥ生重さんのおヰはఱ度⪺いてもඖẼがもらえる。教職員とۑ 

ーࢱー合ྠの研修ࢱࢫイルもよかったと思った。 

地域の人ᮦを生かすことで、学校も㈇ᢸがῶり、地域も出␒がቑえてۑ

活性化するそのようなࣙࢪࣅンを地域学校が共通理ゎしࠕ子どもの育 

ち」という┠ᶆを共有できるとよいと思った。そのࣄントをㅮ⩏から

⪺くことができた。  

  ば」と思うところが強いけれども、もっとព㆑ࡡ自分でやらࠕ教ᖌはۑ 

をかえて、地域とつながり、協力していただくようにしていけばいい 

のだとឤࡌた。ただ、そのためにはおいのヰし合いは༑分にしない 

といけないことを教えていただいた。 

 ーのᐇ㊶のヰでは、┠㢌が⇕くなっࢱネーーデࢥࡪ⤖地域と学校をۑ 

た。Ⰻዲな関ಀをసり、信㢗関ಀを築くとは、⡆༢にゝえるが、ᐇ㝿 

は人と人との本㡢をえながらも┿に地域や子どもがどうあるき 

かを⇕心に、時にἾくさくㄒり合うことが必要だと思った。 
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 �༡部�事発⾲ۑ

 ᨭ学校における学校㐠Ⴀ協議会のྲྀ組ู≉ࠕ
㹼こんないいことがありました㸟㹼」 

ி㒔市立す総合ᨭ学校 校長 ᐙ ┤  ð 氏

 �北部�事発⾲ۑ

 「地域ᐦ╔ᆺ㧗校の発ᒎを┠指してࠕ

୕重県立༡ఀໃ㧗➼学校（度会校⯋） 

准校長 ᳃ ⱥ 氏 

30�༡部会場：平成30年㸶月９日（木） 13ۑ㹼1����

滋賀県庁東館７階大会議室 

      参加者  ᩘ ��名 

30�北部会場：平成30年㸶月1�日（金）13ۑ㹼1����

⡿ཎ市⡿ཎබẸ館２㸿㹀研修室 

      参加者  ᩘ 10�名 

 㐃⤡༠㆟㸧࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥව ➨㸰ᅇ ࣒࣮࢛ࣛࣇ᥎㐍࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ᥎㐍ᴗ◊ಟ㸦࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥی

 

㸯㸬┠  ⓗ  学校と地域が୍体となって子どもを育ࠕࡴ地域とともにある学校࡙くり」のᐇ᪉策について、࣑ࢥ

クール（学校㐠Ⴀ協議会ไ度）の有ຠ的なྲྀ組にಀるㅮ₇や事発⾲をとおして、県立学ࢫ・ࢸࢽࣗ

校や市町におけるかつຠᯝ的な導入やྲྀ組のᐇに㈨する。 

㸰㸬  ദ 滋賀県教育委員会 

㸱㸬ᑐ  ㇟  （１）බ立幼⛶ᅬ・小・中学校教職員、県立学校教職員 
（２）学校㐠Ⴀ協議会（ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクール）関ಀ者、学校ホ議員 

（３）地域学校協働本部・地域ᮍ᮶ሿ関ಀ者・土曜日の教育ᨭ活動関ಀ者 

（４）放課後子ども教室関ಀ者・放課後ඣ❺クラࣈ関ಀ者 

（５）ᐙᗞ教育ᨭ活動関ಀ者・子育てᨭ機関関ಀ者 

（６）㹎㹒㸿、県・ྛ市町社会教育委員、බẸ館職員 

（７）ྛ市町ᢸᙜ職員 

（㸶）学校と地域の㐃ᦠ・協働体ไについて関心のある地域ఫẸ など 

㸲㸬᪥࣭ሙ࣭ཧຍ⪅  ᩘ  

 

 

 

㸳㸬᪥  ⛬ 

 

 

 

 

 ㅮ₇（୧日・୧会場）ۑ

     ₇ 題：ࠕ今、なぜࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクールなのか㸽」 

     ㅮ ᖌ：文部科学省ึ➼中➼教育局ど学委員  

国ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクール㐃⤡協議会㢳ၥ 

ඖ୕㮚市教育長    ㈅ࣀ℩ 滋 氏 

  クール㐃⤡協議会@（୧日・୧会場）ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥ<ンࣙࢩッ࢝ࢫループデࢢۑ

㸴㸬ᴫ  せ 

・୧会場いࡎれも㧗校や≉ูᨭ学校でのྲྀ組から学んでいただくために、県እ

ྲྀ組ඛ進校から発⾲いただいた。ㅮᖌのඛ生にはࢢループデ࢝ࢫッࣙࢩンに

もᚚ参加いただき、参加者の学びを῝める機会となった。 

・୧会場とも㈅ࣀ℩ 滋氏にᚚㅮ₇いただいた。学校㐠Ⴀ協議会ไ度、国にඛ

㥑けてྲྀり組まれたᐇ㊶、また豊ᐩな⤒験に基࡙く的☜な┠ᶆタᐃと助ゝ➼、

今後ྲྀり組ࡴきこと➼をᑀにᚚ♧၀いただいた。 

・参加者所属ูでのࢢループデ࢝ࢫッࣙࢩンでは、ㅮᖌやＣＳアドバイザーに

よるࢸࣜࢩࣇートのもと、ไ度やྲྀ組についてのၥ、導入・推進にあたっ

てのᏳや悩ࡳ➼、ព見を⾜い⇕心な議ㄽがᒎ開された。 
㸵㸬ཧຍ⪅ࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥࡢ 

。導入間もないところにも、Ṕྐがあるところにもわかりやすいㅮ₇であったۑ

ᡭẁと┠的をᛕ㢌に⨨くことでෆᐜのある有ព⩏な組織࡙くりができるとឤ

 。たࡌ
クールなのか㸽࠘ということは必↛的な動きであࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥ今、なぜࠗۑ

り、大きなᮍ᮶、ᕼᮃを見ࡏていただいたẼがする。子どもたちがᖾࡏに豊か

に生きていける社会にもっとなるように、⚾にできることをできる⠊ᅖでして

いきたい。 
を⫈くことができ、ྠឤするࡳンではྛ校のྲྀ組や悩ࣙࢩッ࢝ࢫループデࢢۑ

㠃があった。参加者からᵝ々なࢫ࢚࢟ࠕ」を྾することができた。もっと

流の時間がほしいと思った。 
   。ントをいただいたように思うࣄ出すためのࡳ地域でのྲྀ組を⪺き、୍Ṍ㋃ྛۑ
子どもを地域で育ࡴための共通の理ゎが生まれたようにឤࡌる。 
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 ᐙᗞᩍ⫱ᨭᇶ┙ᵓ⠏ᴗ◊ಟࡿࡅ࠾ᆅᇦی

㸯㸬┠  ⓗ  核ᐙ᪘化や地域社会のつながりのᕼⷧ化➼を⫼ᬒとして、子育ての悩ࡳやᏳをᢪえた保ㆤ者のቑ加➼、

ᐙᗞ教育のᅔ㞴な現状が指されている。そうした中、本県においては地域のᐇ情にᛂࡌたᐙᗞ教育ᨭ

のྲྀ組がᒎ開されている。そこで、ᐙᗞ教育ᨭや子育てᨭ関ಀ者➼が୍堂に会し、今、ồめられ

るᐙᗞ教育ᨭのための体ไᩚഛにྥけた具体的なᡭ立てを学ࡪ機会とする。 
㸰㸬  ദ 滋賀県教育委員会 

㸱㸬ᑐ  ㇟ （１）国ᗜ補助事業ࠕ地域におけるᐙᗞ教育ᨭ基┙構築事業」ᐇ施市町ᢸᙜ者 

（２）ᐙᗞ教育ᨭ員、ᐙᗞ教育ᨭࢳー࣒員、子育て࣏ࢧーࢱー➼ 

（３）Ẹ生委員・ඣ❺委員、社会福祉士 

（４）ྛ市町生涯学習・社会教育関ಀ者、学校教育関ಀ者、㹎㹒㸿関ಀ者 

（５）滋賀県社会教育委員、ྛ市町社会教育委員、බẸ館職員  

（６）滋賀県ࠕ学校を核とした地域力強化プラン」にಀる推進協議会委員 

（７）ᐙᗞ教育ᨭに関心のある᪉ 

㸲㸬᪥   平成30年６月1�日（金）13��0㹼1��30 

㸳㸬᪥  ⛬ 

 えがお」のྲྀ組についてࠕ࣒ーࢳ事発⾲ ₇題：長市ᐙᗞ教育ᨭۑ 

       事発⾲者：長市ᐙᗞ教育ᨭࢳーࠕ࣒えがお」ࢳー࣒員 ⬥ᆏ ⦾子 氏 

 「今、ồめられるᐙᗞ教育ᨭについてࠕ：ㅮ  ₇ ₇題ۑ 

ㅮᖌ：ᕞዪ子大学 教授 大島 まな 氏 

  ព見流ۑ 

㸴㸬ሙ  ᡤ 滋賀県庁東館７階大会議室 
㸵㸬ཧຍ⪅  ᩘ 30名 

㸶㸬ᴫ  せ 
 ・ㅮ₇では、ᑡ子㧗㱋化、核ᐙ᪘化、ఏ統的共ྠ体のᔂቯ➼、社会がኚ 

  化する中でぶのព㆑・౯್ほもከᵝ化している。そうした中、ᐙᗞ教 

  育は学校教育、社会教育と␗なり、ไ度のない㠀ᐃᆺな教育であると 

  いった≉ᚩがある。また、ᐙᗞはࠕ⚾的㡿域」であるため、人が入 

  り㎸めないプライ࣋ートな㡿域である。ᐙᗞ教育ᨭを必要としてい 

  るぶは₯ᅾしており、ᘬき続き、ၨ発、᮲௳ᩚഛのためのດ力がồめ 

  られる。子どもはࠕ社会のᐆ」であり、すての子どものな発達 

  のためにࠕ子育ての社会化」、ࠕつながり」が大切であるとᚚ♧၀いた 

  だいた。 

・事発⾲では、平成��年度ࠕᐙᗞ教育ᨭࢳー࣒」の活動の推進に 

 かかる文部科学大⮧⾲ᙲをཷ㈹された長市ᐙᗞ教育ᨭࢳーࠕ࣒え 

 がお」ࢳー࣒員の⬥ᆏ⦾子氏より、⤮本をసったり、㐟んだりするこ 

 とのᐇ㊶からおẕさんが➗㢦になれば、子どもも➗㢦になれるという、 

 これまでのྲྀ組を発⾲いただいた。 

 ・ព見流では、日々のྲྀ組の中でឤࡌていることや考えていること、 

  ┦ㄯしたいこと、所属での活動➼の流をとおして、ྛ市町において 

  ồめられるᐙᗞ教育ᨭ᪉策について流をᅗった。 
㸷㸬ཧຍ⪅ࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥࡢ 
・人が㞟いㄒり合う場所࡙くりが大切だとᨵめてឤࡌました。 

・⚾自㌟がこの場でⓙさんのᚚព見を⪺いたり、自分の考えをヰさࡏて 

 いただいたりしながら、これからの活動のࣃワーやࣄントをたくさ 

 んいただきました。 

・事発⾲については、自分の市でもྲྀり組んでいけるのではないかと 

 思えるෆᐜで、大ኚ参考になりました。 

・ᵝ々な事業、ྲྀ組のもとになるのは人と人とのつながりであることをㄆ㆑しました。 

・今年になり役をしてᨵめていろいろな᪉が、いろいろな所で子どもたちをᏲっていてくださるのだとឤࡌている現

状です。つながることの大切さを㌟にしࡳてឤࡌています。  

− 13 −

Ⅰ
　
推
進
協
議
会
の
取
組



 㐃⤡༠㆟㸧࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ┴㸱ᅇ◊ಟ㸦ව ㈡➨ی

㸯 ┠  ⓗ  事業に関わる関ಀ者、学校教職員、⾜政職員➼が୍堂に会し、本年度のྛ市におけるྲྀ組事 

       の発⾲やㅮ₇を通ࡌて、地域のᑗ᮶をᢸう人ᮦの育成やࠕ地域とともにある学校࡙くり」にか 

かる今後の推進᪉策について、ともに学ࡪ機会とする。 

㸰   ദ  滋賀県教育委員会 
㸱 ᑐ  ㇟  （１）ྛ市町ᢸᙜ職員 

（２）ྛ校・ᅬ教職員 

（３）地域学校協働本部関ಀ者 

（４）地域ᮍ᮶ሿ関ಀ者 

（５）放課後子ども教室関ಀ者・放課後ඣ❺クラࣈ関ಀ者 

（６）土曜日の教育ᨭ活動関ಀ者 

（７）ᐙᗞ教育ᨭ活動関ಀ者・子育てᨭ機関関ಀ者 

（㸶）学校㐠Ⴀ協議会（ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクール）関ಀ者 

（９）県・ྛ市町社会教育委員、බẸ館・ࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥンࢱー➼職員 

（10）地域と学校の㐃ᦠ・協働に関する事業関ಀ者 

（11）教員をめࡊす学生 

㸲 ᪥   平成31年１月��日（ⅆ）13�30㹼1��30 
㸳 ᪥  ⛬  

 事発⾲  ⡿ཎ市における地域学校協働活動の報࿌ۑ

                 （地域学校協働本部、地域ᮍ᮶ሿ、ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクール） 

        㧗島市における地域学校協働活動の報࿌ 

                 （地域学校協働本部、ࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクール） 

 学校を核とした地域力強化プラン」にಀるࠕ 事業ㄝ᫂ۑ

      平成31年度概算要ồㄝ᫂より 

 「地域の教育力のྥ上をᅗるためにࠕ：ㅮ  ₇  ₇題ۑ      

                  ㅮᖌ： 㤶ᕝ大学地域㐃ᦠ・生涯学習ࢭンࢱー 

 ー長・教授  Ύᅧ ♸二 氏ࢱンࢭ

㸴 ሙ  ᡤ   滋賀県庁᪂館７階大会議室 

㸵 ཧຍ⪅  ᩘ   13�名 
㸶 ᴫ  せ 

   ⡿ཎ市と㧗島市より、地域学校協働活動とࢫ・ࢸࢽ࣑ࣗࢥクールの୍体的推進に市をあࡆてྲྀり組んでいる

事について発⾲いただいた。 
 ㅮ₇では、ࠕこの地域で子どもを育てていくために、この地域でつけたい力はఱか」を学校と地域がྠࢸࡌーࣈル 
につき▱ᜨを⤖㞟することや、ᢸいᡭが⤯えないしく࡙ࡳくりのためにも✀をまき続けることの重要性などについ 
ておヰいただいた。また、地域との関わりの中で子どもに社会参画ព㆑を持たࡏることの大切さに共ឤさࡏられた。 

㸷 ཧຍ⪅ࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥࡢ 

 どれだࠕ。᪂たな学力ほについて、たくさんの具体を♧しながら、ㄝ᫂してくださったのでとても⣡ᚓできたۑ 

  けたくさんのたくわえをつくるかではなく、どれだけっていくか。」のど点は、これからの教育や施策にいか 

  していきたい。 

 。ーワードを大切に、地域の力を᭱大㝈にᘬき出したいと思う࢟⣡ᚓ」というࠕ、「情報提供ࠕ、「᰿ᅇしࠕۑ 

 。今まで、地域と学校が㐃ᦠするពや必要性がはっきりわからなかったが、今日理ゎできてよかったۑ 

子どもが自分の地域に㈐௵を持つということになれば、⣲ᬕらしい。そのためには、子どもたちに地域の人々がۑ  

ឡ情をそそぐことが大切だとឤࡌた。 

 た。それぞれがバラバラのようなឤࡌ子どもにつけたい力を、学校・地域・ᐙᗞで共有していく必要があるとឤۑ  

 。が᮶たと思ったࢫンࣕࢳであるが、それを立て┤すࡌ   

 られるのは、地域の人ࡆᖖ㆑的な౯್ほ」を教えてあࠕ。ＣＳでᢸっていく、教育は▱ᜨであり、౯್ほであるۑ  

   間であると思った。 
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